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気候変動を踏まえた計画へ見直し

河川整備基本⽅針検討⼩委員会 第121回（令和4年11⽉18⽇）より 1



気候変動の影響を踏まえた河川整備基本方針における外力設定

河川整備基本⽅針検討⼩委員会 第121回（令和4年11⽉18⽇）より 2



年最⼤2⽇⾬量（伊野地点上流の流域平均⾬量）

仁淀川流域における気候変動の影響

○伊野地点上流の流域平均の年最⼤2⽇⾬量は、「1976〜2010年の平均288mm」が
「2011〜2020年の平均319mm」と、1.1倍に増加傾向であることを確認

気候変動による変化倍率の算定に⽤いている過去実験の期間が2010年(H22年)まで
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河道配分
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気候変動を踏まえた
⾒直し後現⾏（S38.8洪⽔）
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（参考）

14,000m3/s

3,000m3/s

17,000m3/s

現⾏基本⽅針

1,000m3/s

気候変動の影響を踏まえた仁淀川治水計画への見直し

○気候変動の影響による⽔災害の激甚化・頻発化への対応として、河川整備計画の⽬標を「気候変動に
よる降⾬量の増加を考慮」したものへ⾒直す。
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これまでに流域治水協議会等において出された主な意見

仁淀川の目標に関する意見

仁淀川上流域の対策に関する意見

支川の対策に関する意見

利水・環境・景観等に関する意見

① 気候変動に対応した計画に見直すべき
② 八田堰上下流の目標流量を合わせて、上下流の治水バランスを図ってほしい

③ 大渡ダムの放流機能アップと放流時の課題（振動、臭い、濁水等）の解消
④ 上流高知県区間の被害軽減のためにも、遊水地の検討を進めてほしい

仁淀川本川の対策に関する意見

⑤ 本川では洪水時の水位を下げるための河道掘削を早く進めてほしい
⑥ いの町市街地については、 「安全に逃げる」「備えて住む」対策を積極的に進めていることから、安全・安心な地域

の実現に向けて仁淀川の既設堤防の強化を実施してほしい
⑦ 堤防が破堤しないように、神母樋門や堤防の一部低い箇所の補強をお願いしたい
⑧ 破堤した場合に甚大な被害が発生する高岡地区の堤防補強を実施してほしい
⑨ 河道掘削は、堤内地下水の塩水化の影響も考慮して進めてほしい

⑩ 支川の気候変動の影響も検討し、治水計画に位置付けてほしい
⑪ 流域対策として田んぼダムの検討をしたいと考えている

⑫ 八田堰がもたらしている自然環境や景観を損なわずに洪水処理能力を高められる技術的検討を進めてほしい
⑬ 仁淀川河口の汽水域環境の保全対策について、将来計画を立てて取り組んでほしい

⑭ 河川整備の実施にあたっては河川環境に配慮する必要があるため、治水計画にしっかり記載し、工事に反映し
てほしい
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宇治川

八田堰

吾南⽤⽔

仁淀川水系流域治水プロジェクト等の見直しにあたっての論点

 気候変動によるリスク（降⾬量・流量）の把握と共有
 本川だけではなく⽀川や内⽔を含めた治⽔計画
 河道、貯留施設、流域貯留のそれぞれでどこまで分担できるか
 ⼋⽥堰上下流で⽬標流量が異なっている（治⽔バランスの確保）
 ダム、遊⽔地、河道、横断⼯作物の改築が及ぼす影響の把握
（環境⾯・利⽤⾯・維持管理⾯を踏まえた実現性、経済性）

 「備えて住む」「安全に逃げる」⽅策の検討

洪⽔調節施設に
よる調節流量
1,000m3/s

⼋⽥堰下流
の⽬標流量
12,900m3/s

⼋⽥堰上流
の⽬標流量
11,000m3/s

（現⾏⽬標） （課題）

 既存ダムの再⽣
 利⽔ダムの活⽤
 新規ダム
 遊⽔地
 河道掘削
 引堤
 橋梁改築
 堰改築
 堤防強化
 浸透、侵⾷対策
 河道内遊⽔地
 防災拠点整備
 流域対策（遊⽔地、⾬⽔貯留浸透施設、⽥んぼダム）
 ⽴地適正化計画（居住誘導）
 特定都市河川の指定
 避難場所の確保 など

（考えられるメニュー）

（仁淀川流域）
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